
 

 

  

 

 

 

聴器とは聴覚に関する臓器のことで外耳、中耳、内耳に分類されます。聴器がんとは聴器に発生す

るがんのことですが、その頻度は非常にまれで 100 万人に 1 人程度の割合で発生し、頭頸部領域の

がんの 1％から 2％程度を占めています。発生する場所としては外耳が最も多く、次に中耳であり、

内耳のがんはほとんど見られません。がんの場所が深部に位置すればするほど治療前に診断がつき

にくいという特徴があると言えます。良性疾患として治療を受けた後に、実際はがんだったとわか

るケースもしばしば見られ、診断が難しい疾患の 1 つとしてあげられます。 
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症状について 

耳だれ、耳出血、耳痛、聴力低下や耳閉感、腫瘤（こぶ）形成、顔面神経麻痺などが主な症状で

す。聴器がんは非常にまれであり、良性疾患でも同様の症状が出現することから、診断を誤りやす

い疾患と言えます。進行する症状がある場合には、耳鼻咽喉科で精査を受けることが重要です。 

診断について 

それまでの経過をよく確認したうえで頭頸部領域の診察を行い、がんが疑わしい場合には画像検査

を行います。通常は CT 検査を行いますが、必要に応じて MRI や PET-CT を追加して病変の広がり

や深さなどの進展範囲を調べます。最終的な診断には、病変の一部を生検することが必須です。一

回の生検では診断がつかないこともあるため、症状が長く続いたり疑わしい場合には繰り返し生検

することが大切です 

治療について 

聴器がんは非常にまれな疾患であるため、各施設の報告が少数例であること、さらに病変の広がり

も患者さんによって多彩であることから、その他のがんと比べると明確な治療戦略が定まっていな

いのが現状です。現在では外科的切除を中心とした治療が一般的となっており、化学療法や放射線

療法は補助的な意味合いで選択されます。手術不可能なケースにおいては、最初から化学療法・放

射線療法を行うこともあります。 

腫瘍の進展範囲を正しく診断して適切な切除を行うことが重要となります。 

※内容を簡素に記載しております。詳しくは HP をご覧ください。 
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https://www.ncc.go.jp/jp/rcc/treatment/diagnostic_imaging/index.html
https://www.ncc.go.jp/jp/rcc/treatment/diagnostic_imaging/index.html
https://www.ncc.go.jp/jp/rcc/treatment/surgical_operation/index.html
https://www.ncc.go.jp/jp/rcc/treatment/radiotherapy/index.html
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